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令和７年１２月３日 

タイトル 
大規模な水害に備えて 

秦野市と(株)ＹＤＫテクノロジーズが実証実験を実施 

Ｗｈｅｎ 

（いつ） 
令和９年３月３１日（水曜日）まで 

Ｗｈｅｒｅ 

（どこで） 
秦野市内の雨水マンホール２カ所 

Ｗｈｏ 

（だれが） 

 秦野市長 高橋 昌和 

株式会社ＹＤＫテクノロジーズ 環境計測事業統括 

 浦野
う ら の

 幸次
こ う じ

 執行役員 

Ｗｈａｔ 

（なにを） 

 降雨時における雨水管内の水位を把握することで、災害対応

や研究開発に生かすため、実証実験を行います。 

Ｈｏｗ 

（どのように） 

１２月１日に協定を締結し、次の項目について連携・協力し

ていくことになりました。 

１ ＹＤＫテクノロジーズが研究開発する雨水管内水位観測

システムを秦野市が管理する雨水マンホールなどに設置 

２ 観測システムから得られた情報の活用、改良などに関す

る情報交換 

Ｗｈｙ 

（なぜ） 

 近年、台風の大型化や局地的な豪雨により、大規模な水害が

全国各地で発生する中、リアルタイムで情報を収集、発信し、

市民への注意喚起を行うシステムの構築が求められています。 

 そこで、秦野市総合防災情報システムを開発した(株)ＹＤＫ

テクノロジーズと、同システムの更なる機能拡充を目指して連

携・協力し、実証実験につなげます。 

今後の取り組み 

１ 秦野市が管理する雨水マンホール２カ所への観測システム

（水位計など）の設置、秦野市総合防災情報システムの改修な

ど（令和８年３月まで） 

２ データ観測、実用化に向けた検証など(令和８年４月以降) 
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（当日の担当者） 

下水道施設課 下水道維持担当：伊丹 智栄 
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